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新
温
泉
町
の
情
報
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　

住
民
の
皆
さ
ま
が
ど
の
よ
う
な
生
活
情
報
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
、
情
報
化
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
ご
意
見
を
お
持
ち
な
の
か
、
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備

な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
向
を
調
査
す
る
た
め
、
本
年
６
月
に
町
内
全

世
帯
を
対
象
と
し
た
「
情
報
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
今
後
の
整
備
計
画
策
定
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
調
査
の
背
景

　

近
年
の
情
報
通
信
技
術
は
飛
躍
的
な

進
展
を
と
げ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
あ
ら
ゆ
る
情
報

が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
必
要
な
と
き

に
利
用
で
き
る
高
度
情
報
通
信
社
会
が

現
実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
情
報
化
の
推
進
に
あ

た
り
、
そ
の
基
本
方
針
と
な
る
「
新
温

泉
町
情
報
化
計
画
」
の
策
定
と
全
町
域

へ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
を
検
討

る
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　　

◇
配
布
数　
　

５
５
７
２

　
　
（
浜
坂
地
域　

３
４
７
９
）

　
　
（
温
泉
地
域　

２
０
９
３
）

　

◇
回
答
者
数　

３
６
０
７

　
　
（
浜
坂
地
域　

２
１
１
２
）

　
　
（
温
泉
地
域　

１
４
９
５
）

　

◇
回
答
率　
　

64
・
７
％

　
　
（
浜
坂
地
域　

60
・
７
％
）

　
　
（
温
泉
地
域　

71
・
４
％
）
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問　

年
齢
は
お
い
く
つ

　

で
す
か
。

　

問　
地
域
の
活
性
化
や
住
民

の
暮
ら
し
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

必
要
な
情
報
は
な
ん
で
す
か
。

※
「
保
健
、
福
祉
、
医
療
に
関
す
る
情

報
」が
２
６
６
７
人
と
も
っ
と
も
多
く
、

次
い
で
、「
緊
急
時
の
告
知
や
防
災
情

報
」「
町
行
政
、
議
会
に
関
す
る
情
報
」

「
各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
」「
保

育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
に
関
す
る
情
報
」

「
農
協
、
漁
協
、
商
店
街
の
情
報
」「
教

養
講
座
な
ど
の
案
内
」
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問　

普
段
、
何
を
利
用
し

て
日
常
生
活
に
必
要
な
情

報
を
入
手
し
て
い
ま
す
か
。

※
「
新
聞
」
３
０
１
４
人
、「
テ
レ
ビ
」

２
９
１
２
人
と
8
割
以
上
の
人
が
回
答

し
て
い
ま
す
。
次
い
で
「
広
報
し
ん
お

ん
せ
ん
」
１
９
５
４
人
と
半
数
以
上
の

人
が
回
答
し
て
い
ま
す
。
以
下
は
、
回

覧
板
、
口
コ
ミ
、
行
政
放
送
、
雑
誌
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
、
ラ
ジ

オ
、
そ
の
他
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人

保
健
・
福
祉
・
医
療
の
情
報

教
養
講
座
な
ど
の
案
内

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
の
情
報

農
協
、
漁
協
、
商
店
街
の
情
報

各
種
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

緊
急
時
の
告
知
や
防
災
情
報

町
行
政
、
議
会
の
情
報

そ
の
他

無
回
答

人

広
報
し
ん
お
ん
せ
ん

行
政
放
送

回
覧
板

新
聞

ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

口
コ
ミ

携
帯
電
話

そ
の
他

無
回
答

テ
レ
ビ

雑
誌

50 歳代
26.2％

40 歳代
15.9％

60 歳代
20.8％

70 歳代
25.7％

無回答
2.1％ 30 歳代

7.3％

20 歳代
1.7％

20 歳未満
0.3％

73.9％

13.5％
20.1％ 19.5％

33.6％

51.5％
46.3％

0.5％

9.8％

54.2％

21.8％
27.9％

83.6％

19.0％

80.7％

8.2％

18.6％
24.5％

10.3％

0.6％3.2％
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問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
い
ま
す
か
。

※
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
入
手
」
が

８
９
０
人
で
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
」「
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問　

あ
な
た
は
、
携
帯
電

話
を
お
持
ち
で
す
か
。

※
20
歳
代
で
は
所
有
率
が
１
０
０
％
、

20
歳
未
満
と
30
歳
代
は
90
％
以
上
、
40

歳
代
と
50
歳
代
で
は
80
％
以
上
、
60
歳

代
で
は
60
％
以
上
と
高
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
70
歳
以
上
に
な
る
と
26
・
７
％

と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

ご
自
宅
に
パ
ソ
コ

ン
を
お
持
ち
で
す
か
。

問　

お
宅
の
パ
ソ
コ
ン

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

※
年
齢
が
低
く
な
る
ほ
ど
接
続
率
が
高

く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

はい
64.3％

いいえ
27.4％

今後購入したい
0.8％

無回答
7.5％

人

はい
65.9％

いいえ
34.1％

メ
ー
ル
の
や
り
と
り

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
、
航
空
券
な
ど
の
予
約

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
入
手

友
達
や
趣
味
の
仲
間
を
つ
く
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信

銀
行
口
座
利
用
や
証
券
取
引

ネ
ッ
ト
販
売
（
営
業
活
動
）

ビ
デ
オ
や
音
楽
を
楽
し
む

無
回
答

そ
の
他

1 台
33.3％

2 台
11.2％

持ってない
38.7％

購入したい
2.0％

無回答
10.5％

3 台以上
4.3％

44.5％
39.3％

28.1％

76.7％

7.1％ 7.8％
10.5％

6.2％

24.0％

2.8％ 2.0％
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問　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
で
あ
な
た
が
期
待
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
ど
れ
で
す
か
。

（
浜
坂
地
域
）

※
「
告
知
放
送
等
で
緊
急
的
な
情
報

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
」
が
8
２
５

人
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
ケ
ー

ブ
ル
電
話
に
よ
り
加
入
者
間
の
通
話
が

無
料
に
な
る
」「
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に

映
る
」「
Ｂ
Ｓ
放
送
や
Ｃ
Ｓ
放
送
の
多

く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
視
聴
で
き
る
」「
自

主
制
作
し
た
身
近
な
番
組
が
視
聴
で
き

る
」
と
い
っ
た
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
で
よ
く
な
っ
た
と
思
う

サ
ー
ビ
ス
は
ど
れ
で
す
か
。

（
温
泉
地
域
）

※
「
ケ
ー
ブ
ル
電
話
に
よ
り
加
入
者
間

の
通
話
が
無
料
で
利
用
で
き
る
」
が

８
７
７
人
で
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で

「
自
主
制
作
し
た
身
近
な
番
組
が
視
聴

で
き
る
」「
告
知
放
送
等
で
緊
急
的
な

情
報
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
」「
文

字
放
送
で
お
知
ら
せ
情
報
を
い
つ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
」「
Ｂ
Ｓ
放
送
や

Ｃ
Ｓ
放
送
の
多
く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
視

聴
で
き
る
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が

浜
坂
地
域
に
も
整
備
さ
れ

た
ら
加
入
し
た
い
で
す
か
。

　
（
浜
坂
地
域
）

問　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
自

主
放
送
、
文
字
放
送
を
ど

の
く
ら
い
見
て
い
ま
す
か
。

（
温
泉
地
域
）

※
自
主
放
送
（
５
Ｃ
Ｈ
）
は
、「
と
き

ど
き
見
る
」が
７
２
７
人
で
最
も
多
く
、

次
い
で「
あ
ま
り
見
な
い
」「
よ
く
見
る
」

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、文
字
放
送
（
11
Ｃ
Ｈ)

は
、「
と

き
ど
き
見
る
」
が
５
８
９
人
で
最
も
多

く
、
次
い
で
「
あ
ま
り
見
な
い
」「
よ

く
見
る
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
5
６
２
４

自
主
放
送

告
知
放
送

ケ
ー
ブ
ル
電
話

文
字
放
送

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

多
チ
ャ
ン
ネ
ル

ア
ン
テ
ナ
が
必
要
な
い

き
れ
い
に
映
る

そ
の
他

無
回
答

人

自
主
放
送

告
知
放
送

ケ
ー
ブ
ル
電
話

文
字
放
送

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

ア
ン
テ
ナ
が
必
要
な
い

多
チ
ャ
ン
ネ
ル

き
れ
い
に
映
る

無
回
答

そ
の
他

人

加入したい
19.9％

条件次第で
　加入したい
28.5％

今のところ
　わからない
　27.0％

加入しない
14.0％

無回答
10.6％

よく見る
15.5％

ときどき見る
48.6％

あまり見ない
21.2％

その他
1.2％

無回答
13.5％

◇
自
主
放
送
（
5
Ｃ
Ｈ
）

◇
文
字
放
送
（
11
Ｃ
Ｈ
）

よく見る
7.5％

ときどき見る
39.4％あまり見ない

37.0％

その他
1.5％

無回答
14.6％

44.6％
33.8％

58.7％

22.8％

10.8％
18.7％

10.2％
14.6％

1.3％

22.4％

24.6％

39.1％
32.9％

17.6％
13.5％

25.7％

18.5％

29.1％

1.9％

29.5％
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町政のうごきから

　 　

新
温
泉
町
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

行
政
課
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
課
題
は
「
自
然
資
源
が
豊
か
で

あ
る
こ
と
を
住
民
の
皆
さ
ま
が
十
分
実

感
し
て
い
な
い
」
こ
と
に
尽
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
ど
う
説

明
、
説
得
、
体
感
し
て
い
く
の
か
を
具

体
的
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ふ
る
さ
と
の
良
さ
は
年
齢
を
重
ね
な

い
こ
と
に
は
分
か
り
に
く
く
、
し
た

が
っ
て
若
者
が
都
市
へ
流
出
し
て
し
ま

う
の
が
現
状
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ

帰
ろ
う
と
思
っ
て
も
働
く
場
所
が
あ
り

ま
せ
ん
。
働
く
場
所
が
な
い
の
で
は
な

く
、
多
く
の
求
人
情
報
が
あ
っ
て
も
自

分
に
適
し
た
職
場
が
な
い
と
判
断
し
て

し
ま
う
の
で
す
。「
ふ
る
さ
と
は
常
に

心
地
よ
い
環
境
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
女

性
が
一
生
で
何
人
の
子
ど
も
を
出
産
す

る
か
と
い
う
率
）
は
１
・
90
で
、
こ
れ

は
県
内
で
は
最
も
高
い
数
字
で
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
料
も
県
下
で
抜
群
に
安

く
、
元
気
老
人
が
多
い
証
左
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
上
半
期
に
お
け

る
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
刑
法
犯

認
知
件
数
も
３
・
０
件
と
県
内
で
一
番

治
安
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
新
温
泉
町
は
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
は
い
る
も
の
の
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
環
境
は
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
山
陰
海
岸
の

認
識
で
す
。
現
在
、
東
は
天
橋
立
か

ら
西
は
鳥
取
砂
丘
ま
で
の
海
岸
に
つ
い

て
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
（
地
質
公
園
）
と
し
て
の
登
録
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
但
馬
だ
け
見
て
も
、

玄
武
洞
、
今
子
浦
、
恐
竜
の
足
跡
化
石
、

鎧
の
袖
、
三
尾
の
大
島
、
田
井
の
浜
、

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
、
居
組
の
穴
見

海
岸
な
ど
多
く
の
資
源
が
あ
り
ま
す
。

山
陰
海
岸
の
良
さ
は
、
遊
覧
船
で
海
か

ら
陸
を
み
る
と
わ
か
り
ま
す
。
比
較
的

短
い
距
離
の
中
で
地
質
や
地
層
の
色
が

変
わ
り
、
年
代
も
変
わ
り
ま
す
。
中
国

大
陸
と
は
海
で
分
断
さ
れ
て
は
い
ま
す

が
、
も
と
も
と
地
続
き
で
あ
る
こ
と
も

わ
か
り
ま
す
。

　

一
方
、
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
計
画
は
、「
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
」

の
竣
工
で
、
順
調
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
と
自
然
の
共
生

を
テ
ー
マ
に
地
域
を
丸
ご
と
博
物
館
と

見
立
て
た
事
業
で
す
。
新
温
泉
町
は
海

と
山
と
温
泉
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
資
源

を
持
っ
て
い
ま
す
。
三
拍
子
そ
ろ
う
地

域
は
少
な
く
、
さ
ら
に
誇
れ
る
の
は
そ

こ
に
日
本
の
原
風
景
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
非
日
常
的
な
空
間
で
あ
り
、

安
ら
ぎ
、憩
い
、潤
い
を
体
感
で
き
ま
す
。

　
『
景
観
十
年
。景
色
百
年
。風
土
千
年
。

精
霊
ス
ピ
リ
ッ
ト
万
年
』
を
合
言
葉
に

一
層
地
域
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
温
泉
町
発
足
1
周
年
を
迎
え
て

新
温
泉
町
長　

馬
場
雅
人

H18（2006）.10.12

広報しんおんせん（10月号）
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但
馬
海
岸
を
中
心
と
す
る
京
都
府
京

丹
後
市
か
ら
鳥
取
県
鳥
取
市
ま
で
の
海

岸
約
75
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
沈
降
海
岸

で
断
崖
、
洞
門
、
洞
窟
が
数
多
く
あ
り
、

そ
れ
ら
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
海
岸
一
帯
は
昭
和
38
年
に

山
陰
海
岸
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
天
然
記
念
物
玄
武
洞
、
名
勝

香
住
海
岸
、名
勝
浦
富
海
岸
と
並
ん
で
、

本
町
に
は
名
勝
天
然
記
念
物
但
馬
御
火

浦
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
15
年

に
は
わ
が
国
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地

19
箇
所
の
一
つ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
こ
れ
ら
の
価
値
を
地
域
住

民
が
認
識
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
世
界
的
に
も
ま
れ
な
貴
重
な
公
園

と
し
て
、
世
界
の
人
々
に
認
知
い
た
だ

き
、新
た
な
地
域
づ
く
り
の
核
と
し
て
、

進
展
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
21
年
を
目
標
に
世
界

ユ
ネ
ス
コ
地
球
科
学
部
門
で
推
進
し
て

い
る
ジ
オ
パ
ー
ク
（
自
然
と
人
間
の
か

か
わ
り
を
題
材
と
し
た
地
質
、
岩
石
、

地
形
公
園
）
の
認
証
を
受
け
る
た
め
、

地
質
専
門
家
、
兵
庫
、
鳥
取
、
京
都
の

３
府
県
、
関
係
自
治
体
、
旅
行
会
社
、

観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
本
年
か
ら

調
査
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

山
陰
海
岸
国
立
公
園
内
に
存
在
す
る
地

質
的
、
文
化
的
に
貴
重
な
自
然
資
源
を

地
域
経
済
の
活
性
化
と
環
境
保
全
及
び

環
境
教
育
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

公
立
浜
坂
病
院
は
、
平
成
13
年
度
末

現
在
で
13
人
の
医
師
が
常
駐
し
、
診
察

に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
医
師
不
足

等
の
影
響
に
よ
り
、
小
児
科
の
休
診
、

さ
ら
に
は
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
及

び
眼
科
が
非
常
勤
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
麻
酔
科
を
新
設
し
て
常

駐
医
師
６
人
で
の
診
療
体
制
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
医
師
不
足
は
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
、
時

間
外
診
療
に
つ
い
て
も
一
部
制
限
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

本
町
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要

望
な
ど
も
踏
ま
え
、
兵
庫
県
や
但
馬
地

域
で
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
住
民
と
と
も
に
公
立
浜
坂
病
院

の
医
療
体
制
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
を

行
い
、
地
域
医
療
の
確
保
と
住
民
へ
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
上
で
大
綱

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
月
に
二
回
の
ペ
ー
ス
で
委

員
会
を
開
催
し
、
今
年
度
内
に
は
大
綱

を
ま
と
め
る
計
画
で
す
。

※
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と

　

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
会
長
・
中
井
勝
（
新
温
泉
町
議
会
）

▼
副
会
長
・
中
村
經
逸
（
浜
坂
町
連
合

自
治
会
）
▼
岡
本
和
雄
（
新
温
泉
町
議

会
）
▼
浜
辺
茂
樹
（
美
方
郡
医
師
会
）

▼
清
水
利
明
（
温
泉
町
区
長
協
議
会
）

▼
西
垣
洋
子
（
浜
坂
地
域
婦
人
会
）
▼

福
田
あ
つ
子
（
温
泉
地
域
婦
人
会
）
▼

田
中
隆
久
（
新
温
泉
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

▼
谷
岡
文
彦
（
同
）
▼
中
村
正
直
（
新

温
泉
町
老
人
ク
ラ
ブ
）
▼
田
中
元
治

（
同
）
▼
下
雅
意
満
（
学
識
経
験
者
）

▼
脇
本
松
夫
（
新
温
泉
町
）
▼
田
中
隆

夫
（
同
）
▼
古
澤
康
之
（
公
立
浜
坂
病

院
）
▼
西
垣
秀
一
（
同
）
▼
小
西
清
司

（
同
）
▼
福
田
美
代
子
（
同
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

公
立
浜
坂
病
院
医
療
体
制
検
討
委
員
会
が
発
足

　

公
立
浜
坂
病
院
の
医
療
体
制
を
確
保
し
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
本
町
は

関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
「
公
立
浜
坂
病
院
医
療
体
制
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
８

月
30
日
、
10
月
3
日
に
同
委
員
会
の
会
合
を
行
い
ま
し
た
。

山陰海岸国立公園（旭洞門）

広報しんおんせん（10月号）
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こ
の
た
び
、
両
町
の
議
会
議
決
に
よ

り
、
平
成
19
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
美

方
広
域
消
防
事
務
組
合
を
解
散
し
、
４

月
１
日
か
ら
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
に

統
合
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
美
方
広

域
消
防
事
務
組
合
の
財
産
は
、
す
べ
て

美
方
郡
広
域
事
務
組
合
に
帰
属
さ
せ
る

こ
と
と
し
、
一
切
の
事
務
に
つ
い
て
も

同
組
合
に
承
継
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
美
方
郡
広
域
事

務
組
合
で
共
同
処
理
す
る
業
務
は
、
従

来
の
①
火
葬
場
の
設
置
、
経
営
及
び
霊

き
ゅ
う
車
の
運
行
に
関
す
る
業
務
②
美

方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
、
③
農
業
災

害
補
償
法
に
基
づ
く
農
業
共
済
事
業
に

関
す
る
事
務
、
④
関
係
町
及
び
関
係
町

で
構
成
す
る
団
体
と
の
連
絡
調
整
及
び

強
力
に
関
す
る
事
務
の
ほ
か
に
、
⑤
消

防
に
関
す
る
事
務
な
ど
が
加
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
の
事

務
所
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
建
物
（
湯
９
０
４
番
地
の
３
）
の
隣

に
あ
る
旧
兵
庫
県
美
方
健
康
福
祉
事
務

所
の
建
物
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
消
防
本
部
の
建
物
に
つ

い
て
は
現
在
の
ま
ま
と
し
、
消
防
に
関

す
る
事
務
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
消

防
本
部
（
金
屋
）
で
行
い
ま
す
。

※
広
域
事
務
組
合
と
は
・・・

　

１
市
町
で
は
対
応
で
き
な
い
、
あ
る
い

は
広
域
で
取
り
組
む
こ
と
が
効
率
的
で

あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
複
数
の
自

治
体
が
共
同
し
て
事
務
の
一
部
を
処
理

す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。

▼
認
定
が
必
要
な
主
な
サ
ー
ビ
ス
（
介

護
給
付
）

◇
居
宅
介
護
（
身
体
の
介
護
、
家
事
の

援
助
）

◇
短
期
入
所
（
宿
泊
を
伴
う
も
の
）

◇
共
同
生
活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）　

◇
施
設
入
所
支
援

◇
そ
の
他
（
行
動
援
護
、
療
養
介
護
、

生
活
介
護
な
ど
）

※
次
の
人
は
認
定
を
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

①
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び
就
労
支
援
な

ど
の
訓
練
等
給
付
、
外
出
時
の
移
動

介
護
、
日
帰
り
の
短
期
入
所
事
業
を

利
用
す
る
人

②
18
歳
未
満
の
人

▼
支
給
決
定
ま
で
の
流
れ

◇
利
用
申
請

◇
障
害
程
度
区
分
認
定
調
査
（
１
０
６

の
調
査
項
目
、
う
ち
79
項
目
は
介
護

保
険
と
同
じ
項
目
）

◇
一
次
判
定
（
調
査
結
果
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
判
定
）

◇
二
次
判
定
（
審
査
会
は
５
人
の
委
員

で
構
成
し
、
一
次
判
定
結
果
、
医
師

意
見
書
等
に
よ
り
、
障
害
程
度
区
分

（
区
分
１
～
６
）
及
び
有
効
期
間
（
最

長
３
年
）
の
審
査
を
行
う
）

◇
障
害
程
度
区
分
の
認
定

◇
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
聴
取

◇
支
給
決
定

◇
サ
ー
ビ
ス
利
用

―

問
い
合
わ
せ―

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

広
域
消
防
事
務
組
合
を
解
散
し
、

　
　
　
　
　
　
　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合
に
統
合

　

合
併
前
、
旧
美
方
郡
４
町
で
構
成
し
て
い
た
「
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
」
と
旧
美

方
郡
４
町
、
旧
城
崎
郡
香
住
町
で
構
成
し
て
い
た
「
美
方
広
域
消
防
事
務
組
合
」
は

そ
れ
ぞ
れ
事
務
の
一
部
の
共
同
処
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
町
合
併
に

伴
い
、両
団
体
と
も
新
温
泉
町
と
香
美
町
の
２
町
で
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

組
織
の
統
合
に
向
け
て
香
美
町
と
の
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

10
月
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕
組
み
を
変
更

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
部
の
事
業
に
お
い
て

は
本
年
４
月
か
ら
既
に
施
行
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
か
ら
完
全
施
行
と
な
り
、
居
宅

介
護
、
短
期
入
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
障
害
程
度
区
分
の
認
定
を

受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
原
則
１
割
負
担
と
な
っ
て
お

り
、
10
月
以
降
も
考
え
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。



　

本
町
は
、
低
額
所
得
で
住
宅
に
困
窮

す
る
住
民
が
入
居
で
き
る
町
営
住
宅
と

し
て
、
細
田
の
旧
神
戸
地
方
法
務
局
湯

村
出
張
所
建
物
の
２
階
を
町
営
単
独
住

宅
（
３
戸
入
居
可
）
と
し
て
再
利
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

旧
神
戸
地
方
法
務
局
湯
村
出
張
所

は
、
平
成
13
年
の
組
織
再
編
に
伴
っ
て

廃
止
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。そ
の
後
、

国
か
ら
町
へ
の
施
設
払
い
下
げ
に
よ
り

町
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
は
需
要
の
多
い
低
所
得
者
を
対

象
と
し
た
町
単
独
に
よ
る
住
宅
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
募
集
に
つ
い
て
は
補
修
整
備

後
の
12
月
頃
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

「
恒
久
平
和
の
町
」
宣
言
と
平
和
祈
念
作
文
の
募
集

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５
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▼
作
文
の
発
表　

優
秀
者
は
祈
念
式
で

作
品
を
発
表

▼
募
集
期
間　

10
月
１
日
～
10
月
25
日

▼
賞
品
等　

優
秀
者
に
は
記
念
品
ま
た

は
商
品
券
。
応
募
者
全
員
に
粗
品
を

贈
呈

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

高
年
福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０　

�

　

先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
半
世
紀
余
り

が
経
ち
、
戦
争
体
験
者
は
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
後
世
代
が

人
口
の
大
半
を
占
め
、
戦
争
は
遠
い
過

去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
、
先
の
大
戦
が
時
間
の
経
過

と
と
も
に
風
化
し
つ
つ
あ
る
現
実
を
憂

い
、「
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
追

悼
の
誠
を
捧
げ
、
尊
い
犠
牲
を
未
来
に

生
か
す
」
と
い
う
精
神
か
ら
、
本
年
10

月
１
日
に
新
温
泉
町「
恒
久
平
和
の
町
」

宣
言
を
定
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
11
日
（
土
）
に
は
「
新

温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式
‐
戦
没
者
を

追
悼
し
恒
久
平
和
を
求
め
て
‐
」
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
関
連
事
業
と
し
て
、

こ
の
た
び
平
和
祈
念
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
の
対
象　

本
町
在
住
者

▼
作
文
の
内
容

・
戦
争
体
験
談
を
も
と
に
し
た
作
文

・
歴
史
学
習
の
中
か
ら
の
作
文

・
現
在
の
世
界
情
勢
を
も
と
に
し
た
作
文

・
そ
の
他
「
平
和
」
に
関
す
る
作
文

▼
部
門　

一
般
の
部（
２
０
０
０
字
以
内
）

新温泉町「恒久平和の町」宣言

　わがまち新温泉町は、先の大戦でかけがえのな
い多くの尊い人命を失いました。
　戦争のない平和な世界を築くことは、町民のみ
ならず人類共通の願いです。
　この切なる願いにもかかわらず、人類は今なお、
平和に対する脅威、とりわけ戦争やそこで使用さ
れる核兵器の脅威から解放されていません。
　わたしたちは、世界で唯一の核被爆国の国民と
して、また、平和憲法の精神からも、戦争こそ地
球環境を破壊する最大のものであると認識し、世
界の人々とともに核兵器の廃絶を強く訴えるもの
です。
　わたしたちは、環境と平和が尊ばれる今日、非
核三原則の堅持と恒久平和の実現を願い、戦争の
ない明るく幸せな生活を守る決意を表明し、ここ
に新温泉町が「恒久平和の町」であることを宣言
します。
　　平成 18 年 10 月 1 日
　　　　　　　　　　　　　　　　新温泉町

町
営
住
宅
「
細
田
団
地
」
を
整
備

町営住宅細田団地として整備する旧神戸
地方法務局湯村出張所
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浜
坂
都
市
計
画
道
路
は
昭
和
56
年
に

一
部
事
業
着
手
し
、
現
在
で
は
、
都
市

計
画
道
路
芦
屋
線
（
通
称
し
お
か
ぜ
通

り
）
の
全
線
完
成
、
同
臨
海
線
と
臨

港
線
及
び
浜
坂
駅
港
湾
線
の
一
部
が

完
成
し
て
い
ま
す
。
計
画
に
あ
る
７

路
線
全
長
４
７
４
０
ｍ
の
う
ち
、
現
在

１
４
０
０
ｍ
を
整
備
（
整
備
率
30
％
）

し
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
浜
坂
駅
港
湾
線
に
つ

い
て
は
他
の
６
路
線
と
同
様
に
浜
坂

地
域
に
お
け
る
都
市
基
盤
整
備
を
図
る

上
で
の
重
要
路
線
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
浜
坂

駅
と
浜
坂
漁
港
を
結
ぶ
全
長
１
１
４
０

ｍ
の
道
路
で
す
。
昭
和
56
年
に
一
部
事

業
に
着
手
し
、
浜
坂
漁
港
か
ら
駅
側

都
市
計
画
道
路
の
変
更

　

昭
和
25
年
に
都
市
計
画
決
定
を
行
っ
た
都
市
計
画
道
路
浜
坂
駅
港
湾
線
に
か
か
る

未
整
備
区
間
（
宮
谷
川
～
Ｊ
Ｒ
浜
坂
駅
）
に
お
け
る
線
形
、
区
域
を
変
更
す
る
に
あ

た
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
そ
の
趣
旨
と
内
容
を
充
分
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

住
民
向
け
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
29
日
（
金
）
に
行
っ
た
説
明
会
で
は
、未
整
備
区
間
に
お
け
る
事
業
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
従
来
の
県
単
独
街
路
事
業
か
ら
国
庫
補
助
事
業
に
施
行
形

態
を
変
更
で
き
る
よ
う
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
構
造
令
の
改
正
に
伴
う
幅
員

の
見
直
し
、
現
道
部
の
活
用
に
伴
う
低
コ
ス
ト
化
に
よ
り
道
路
法
線
の
見
直
し
が
発

生
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

３
１
０
ｍ
を
整
備
し
ま
し
た
。
18
年
度

中
に
は
宮
谷
川
ま
で
の
区
間
70
ｍ
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
同
線
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
整
備
が
完
了
し
た
し
お
か
ぜ
通
り
、

臨
海
線
（
浜
坂
高
校
北
側
）、
県
道
三

尾
浜
坂
線
（
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
）、

町
道
浜
坂
東
線
と
一
体
と
な
っ
て
駅
北

側
市
街
地
の
骨
格
を
担
う
道
路
で
も
あ

り
、
ま
た
主
要
な
産
業
、
観
光
施
設
間

を
結
ぶ
と
と
も
に
、
教
育
施
設
へ
の
通

学
道
路
と
し
て
安
全
な
歩
行
空
間
が
要

求
さ
れ
る
道
路
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
町
は
同
線
を
新
温
泉
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
非

常
に
意
義
の
あ
る
最
重
要
路
線
に
位
置

付
け
、
全
線
の
早
期
整
備
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
浜
坂
駅
港
湾
線
エ
リ
ア
は
地

価
が
高
く
、
建
物
も
密
集
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
施
行
形
態
で
あ
る
県

単
独
街
路
事
業
で
は
、
補
償
費
を
捻
出

す
る
に
あ
た
っ
て
も
予
算
が
限
ら
れ
て

い
る
な
ど
限
度
が
あ
る
た
め
、
都
市
計

画
事
業
の
採
択
に
向
け
て
調
整
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
費
用
面
に
お
い
て
は
、

従
来
、
県
、
町
が
半
額
ず
つ
負
担
し
、

予
算
の
範
囲
内
で
整
備
し
て
い
た
も
の

が
、
こ
れ
か
ら
は
目
標
年
度
を
区
切
っ

て
国
が
55
％
、
残
る
45
％
を
県
と
町
が

半
分
ず
つ
負
担
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
都
市
計
画
事

業
の
採
択
に
よ
り
１
区
間
あ
た
り
、
５

～
７
年
の
目
標
を
定
め
て
整
備
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
よ
り
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
路
の
整

備
計
画
と
し
て
は
、
宮
谷
川
～
小
学
校

前
と
、
小
学
校
前
～
浜
坂
駅
の
２
区
間

に
わ
け
宮
谷
川
側
か
ら
道
路
を
整
備
し

ま
す
。
道
路
構
造
令
の
改
正
に
伴
う
幅

員
の
見
直
し
（
歩
道
幅
員
、
路
肩
、
附

加
車
線
な
ど
）に
も
取
り
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
都
市
計
画

変
更
の
案
を
作
成
し
、案
の
縦
覧
を
行
っ

た
後
、
県
の
都
市
計
画
審
議
会
を
経
て

決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
度
か
ら

実
施
に
向
け
本
格
調
査
に
入
り
ま
す
。

浜坂駅港湾線完成イメージ図
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

十字谷調整池整備
工事

多子

施工延長 L=44.9m、堰堤
躯体 V=330㎥、
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積 A=358㎡、…
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 A=500㎡

33,390,000 平成 18年 8月 21日～　平成 18年 11月 30日 赤坂土建㈱

居 組 コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン タ ー…
体育館改修工事

居組
屋根 ･樋改修、内部床改修、
内部天井改修、照明器具配
線替、外壁 ･軒裏他塗装

  9,712,500 平成 18年 8月 25日～　平成 18年 10月 31日 ㈲浜根工務店

（平成 18年 8月 16日～平成 18年 9月 15日）

　

馬
場
町
長
は
「
道
路
整
備
の
施
行
に

向
け
、
年
度
内
に
は
都
市
計
画
決
定

の
手
続
き
を
完
了
さ
せ
る
な
ど
、
一
区

切
り
を
つ
け
た
い
。
都
市
計
画
道
路
の

変
更
に
よ
り
、
新
し
い
計
画
区
域
に
は

一
定
の
土
地
の
利
用
制
限
が
行
わ
れ
る

が
、
先
人
た
ち
が
町
の
発
展
を
願
っ
て

計
画
し
た
道
路
整
備
の
始
動
に
向
け
、

一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
願
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
計

画
後
約
54
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
時
代
背
景
も
考
慮
し
な
が
ら
現

在
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

こ
の
計
画
は
国
に
よ
る
「
次
世
代
育

成
対
策
推
進
法
」
の
成
立
と
「
児
童
福

祉
法
」
の
改
正
に
よ
り
、
新
温
泉
町
の

状
況
に
即
し
た
行
動
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
旧
町
が
定
め
た
行
動
計
画
を
基

に
策
定
し
直
す
も
の
で
す
。

　

今
後
は
時
代
背
景
も
考
慮
し
な
が

ら
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
、
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
支
援
、

子
ど
も
な
ど
の
安
全
確
保
な
ど
き
め
細

か
な
取
り
組
み
の
推
進
な
ど
の
具
体
的

施
策
を
盛
り
込
む
と
と
と
も
に
、
浜
坂

地
域
に
お
け
る
幼
保
一
元
化
に
つ
い
て

も
協
議
し
な
が
ら
「
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
、
喜
び
と
ゆ
と
り
も
持
っ
て
子

育
て
が
で
き
、
子
育
て
に
夢
を
も
て
る

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
行
動
計
画
は
平
成
21
年
度
ま
で
の

支
援
策
の
方
向
と
目
標
を
定
め
る
も
の

で
、
本
町
の
子
育
て
支
援
の
基
本
と
な

る
も
の
で
す
。
な
お
、
策
定
委
員
会
は

年
度
内
に
４
回
程
度
開
催
し
、
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
会
長
・
舩
岡
三
郎
（
浜
坂
地
区
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
）
▼
副
会
長
・

中
田
隆
子
（
新
温
泉
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
）
▼
朝
岡
俊
則
（
新
温
泉
健
康
福

祉
事
務
所
）
▼
中
村
庄
吾
（
新
温
泉
町

保
育
所
協
議
会
）
▼
寺
谷
豪
（
浜
坂
幼

稚
園
保
護
者
会
）
▼
田
村
衣
里
（
浜
坂

地
域
子
育
て
グ
ル
ー
プ
）
▼
福
井
美
佐

（
温
泉
地
域
子
育
て
グ
ル
ー
プ
）
▼
山
本

博
章
（
浜
坂
町
商
工
会
）
▼
中
井
勝
（
新

温
泉
町
議
会
）
▼
西
村
紀
子
（
温
泉
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）
▼
田

中
満
穂
（
浜
坂
町
連
合
自
治
会
）
▼
清

水
利
明
（
温
泉
町
区
長
協
議
会
）
▼
中

井
賢
一
（
新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

▼
西
村
充
英（
校
長
会
）▼
杉
岡
明
子（
養

護
教
諭
部
会
）
▼
福
田
あ
つ
子
（
新
温

泉
町
婦
人
会
）▼
脇
本
松
夫（
新
温
泉
町
）

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
委
員
会
が
発
足

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
、
本
町
に
お
け
る
子
育
て
支
援
策
の
方

向
と
目
標
を
定
め
た
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
７
月
28

日
、
町
内
の
各
種
団
体
代
表
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
新
温
泉
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
策
定
委
員
会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。

都市計画道路の変更について説明する馬場町長
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本
計
画
は
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行

う
こ
と
を
基
本
に
、
長
期
の
財
政
運
営

を
見
据
え
る
中
で
、
平
成
18
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
の
10
年
間
に
つ
い
て
、
合

併
に
よ
る
歳
出
の
削
減
効
果
、
社
会
福

祉
関
係
経
費
の
増
加
、
新
町
ま
ち
づ
く

り
計
画
に
必
要
な
投
資
的
経
費
等
を
反

映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
過
去
の
実
績
や

今
後
の
国
、
県
の
財
政
状
況
等
を
考
慮

し
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
計
画
は
、
合
併
後
最
初

の
財
政
計
画
で
あ
り
、
新
町
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
も
と
に
、「
行
財
政
改
革

大
綱
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）」
や
国
の

「
２
０
０
６
骨
太
の
方
針
」
な
ど
も
考
慮

し
、
行
財
政
改
革
推
進
に
よ
る
行
革
改

善
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
計
画
策
定

の
会
計
区
分
は
普
通
会
計
で
、
地
方
税
、

地
方
交
付
税
等
を
中
心
と
し
た
一
般
財

源
の
使
途
に
着
目
し
策
定
し
て
い
ま
す
。

歳
入
・
歳
出
各
項
目
の

推
計
条
件

▼
歳
入

◇
地
方
税

　
　

過
去
の
実
績
と
今
後
の
経
済
見
通

し
等
を
踏
ま
え
、
人
口
推
移
を
勘
案

し
な
が
ら
現
行
制
度
に
基
づ
き
推
計
。

◇
地
方
譲
与
税

　
　

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
て
推
計
。

◇
地
方
交
付
税

　
　

現
行
の
交
付
税
制
度
に
基
づ
き
、

普
通
交
付
税
の
算
定
の
特
例
（
合
併

算
定
替
）
に
よ
り
算
定
す
る
と
と
も

に
、
普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
の

合
併
支
援
措
置
、
地
方
債
の
元
利
償

還
金
に
か
か
る
普
通
交
付
税
措
置
、

今
後
予
想
さ
れ
る
人
口
減
少
を
見
込

ん
で
推
計
。

◇
物
件
費

　
　

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
、
合
併
に

よ
る
事
務
経
費
削
減
効
果
を
見
込
ん

で
推
計
。

◇
補
助
費
等

　
　

各
種
補
助
金
の
整
理
合
理
化
に
よ

る
削
減
を
見
込
む
と
と
も
に
、
各
事

務
組
合
・
病
院
等
で
積
算
し
た
試
算

額
を
見
込
ん
で
推
計
。

◇
積
立
金

　
　

金
額
は
定
め
ず
、
財
政
調
整
基
金

へ
の
歳
計
剰
余
金
の
２
分
の
１
の
積

み
立
て
を
基
本
に
推
計
。

◇
繰
出
金

　
　

下
水
道
事
業
・
国
民
健
康
保
険
事

業
・
老
人
保
健
事
業
・
介
護
保
険
事
業

等
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
つ
い
て

は
、
現
行
制
度
に
基
づ
き
、
各
会
計
で

積
算
し
た
試
算
額
を
見
込
ん
で
推
計
。

◇
投
資
的
経
費

　
　

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
主
要
事

業
及
び
そ
の
他
の
普
通
建
設
事
業
を
、

年
度
間
の
バ
ラ
ン
ス
や
健
全
な
財
政

運
営
に
配
慮
し
、
投
資
可
能
な
普
通

建
設
事
業
費
を
見
込
ん
で
推
計
。

◇
そ
の
他
（
維
持
補
修
費
、
投
資
及
び

出
資
金
・
貸
付
金
等
）

　
　

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
病
院
等
で
積
算
し
た
試
算
額
を

見
込
ん
で
推
計
。

財
政
計
画
の
公
表

　

国
の
三
位
一
体
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
行
財
政
改
革
な
ど
に
よ
り
、
今
後
地
方
交

付
税
の
大
幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
経
済
動
向
や
少
子
高
齢
化

な
ど
に
よ
る
地
方
税
の
減
収
も
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
財
源
確
保
は
一
層
厳
し
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
多
様
化
、
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
さ
ら
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

　

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
て
推
計
。…

◇
繰
入
金

　
　

収
支
状
況
等
に
応
じ
て
、
年
度
間

の
財
源
調
整
の
た
め
の
財
政
調
整
基

金
や
そ
の
他
の
基
金
か
ら
の
繰
入
れ

を
見
込
ん
で
推
計
。

◇
地
方
債

　
　

現
行
の
地
方
財
政
制
度
に
基
づ

き
、
減
税
補
て
ん
債
及
び
臨
時
財
政

対
策
債
の
発
行
分
を
見
込
ん
で
推
計
。

◇
そ
の
他
（
各
種
交
付
金
、
使
用
料
及

び
手
数
料
、
財
産
収
入
、
諸
収
入
等
）…

　

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
て
推
計
。

▼
歳
出

◇
人
件
費

　
　

退
職
勧
奨
制
度
の
活
用
と
、
退
職

者
の
補
充
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
る

一
般
職
員
の
減
少
を
見
込
ん
で
推
計
。

◇
扶
助
費

　
　

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
、
高
齢
化

の
進
行
に
伴
う
社
会
福
祉
経
費
の
増

加
を
見
込
ん
で
推
計
。

◇
公
債
費

　
　

合
併
ま
で
に
借
り
入
れ
た
地
方
債

に
か
か
る
償
還
予
定
額
と
、
合
併
後

の
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
等
に
伴
う

地
方
債
の
新
た
な
借
り
入
れ
に
か
か

る
償
還
額
を
見
込
ん
で
推
計
。
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●
普
通
会
計 　

財
政
比
較
や
統
一
的
な
掌

握
を
容
易
に
す
る
た
め
、
地
方
財
政
統
計
上
、

統
一的
に
用
い
ら
れ
る
会
計
区
分
。

●
一
般
財
源 　

使
途
が
特
定
さ
れ
ず
、
ど

の
よ
う
な
経
費
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源
。（
主
な
も
の
と
し
て
は
、
地
方
税
、
地

方
交
付
税
等
）

●
起
債
制
限
比
率 　

地
方
債
の
元
利
償
還

金
（
交
付
税
算
入
額
を
除
く
）
に
充
当
さ
れ

た一般
財
源
を
、
標
準
財
政
規
模
で
除
し
て
得

た
数
値
の
３
年
間
の
平
均
。
14
％
以
上
の
団

体
は
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
自
主
的

な
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。
20
％
以
上
は
、一般

単
独
事
業
債
等
の
発
行
が
制
限
さ
れ
る
。

※
平
成
17
年
度
県
下
市
町
平
均
12
・
３
％

●
実
質
公
債
費
比
率 　

起
債
制
限
比
率
算

出
の
対
象
に
公
営
企
業
会
計
・
特
別
会
計
分

も
含
め
た
も
の
。（
繰
出
金
等
に
よ
り
支
出
し

た
額
の一部
）
18
％
以
上
の
団
体
は
、
地
方
債

発
行
が
許
可
制
と
な
り
、
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
25
％

以
上
は
、一般
単
独
事
業
債
等
の
発
行
が
制
限

さ
れ
る
。

※
平
成
17
年
度
県
下
市
町
平
均
17
・
8
％

●
経
常
収
支
比
率 　

財
政
構
造
の
弾
力
性

を
測
定
す
る
比
率
。
経
常
経
費
充
当
一
般
財

源
を
経
常
一般
財
源
総
額
で
除
し
た
も
の
。
お

お
む
ね
70
％
～
80
％
程
度
が
通
常
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

※
平
成
16
年
度
県
下
市
町
平
均
94
・
8
％

収支見通し
（単位：百万円、％）

区　　分 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

歳

　

入

地方税 1,499 1,527 1,671 1,666 1,662 1,657 1,653 1,648 1,644 1,639 1,635 
地方譲与税 199 256 134 134 134 134 134 134 134 134 134 
地方交付税 4,574 4,255 4,246 4,224 4,293 4,340 4,288 4,353 4,364 4,305 4,279 
交通安全対策
特別交付金

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

繰入金 0 20 97 31 0 0 0 0 0 7 208 
地方債 391 343 330 330 330 330 330 330 330 330 330 
その他 513 1,041 545 511 491 463 460 457 454 455 454 
歳入計（Ａ） 7,180 7,446 7,027 6,900 6,914 6,928 6,869 6,926 6,930 6,874 7,044 

歳

出

人件費 1,849 1,797 1,777 1,613 1,641 1,573 1,551 1,517 1,415 1,354 1,300 
扶助費 212 223 232 242 252 262 273 284 296 308 321 
公債費 1,656 1,678 1,525 1,638 1,711 1,789 1,887 1,971 1,940 1,779 1,742 
物件費 1,211 983 945 852 860 859 858 857 857 857 857 
補助費等 960 1,021 932 917 919 913 899 890 963 947 942 
積立金 65 280 49 16 0 0 0 0 0 4 104 
繰出金 878 854 1,149 1,263 1,239 1,220 1,167 1,115 1,094 1,061 1,055 
投資的経費 536 331 159 231 205 67 72 121 175 199 271 
その他 228 225 228 230 238 318 265 242 183 157 158 
歳出計（B） 7,595 7,392 6,996 7,002 7,065 7,001 6,972 6,997 6,923 6,666 6,750 

歳 入 歳 出 差 引
（Ａ - Ｂ）　（Ｃ）

△ 415 54 31 △ 102 △ 151 △ 73 △ 103 △ 71 7 208 294 

基 金 取 崩 額　
（Ｄ）

751 43 0 102 151 73 103 71 0 0 0 

再差引（Ｃ＋Ｄ）
　（Ｅ）

336 97 31 0 0 0 0 0 7 208 294 

基金（財調）残高 162 442 491 405 254 181 78 7 7 11 115 
地方債残高 15,882 15,877 16,056 16,543 16,623 15,955 15,413 14,614 13,354 13,118 13,697 
起債制限比率

（３ヶ年平均）
14.3 15.0 14.9 14.3 13.3 13.4 13.5 13.6 13.5 12.5 11.2 

実質公債費比率
（３ヶ年平均）

16.0 17.8 17.7 16.7 14.4 14.0 14.0 14.4 14.4 13.2 12.0 

経常収支比率 92.9 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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▼
協
議
会
設
置
の
背
景

　

こ
れ
ま
で
の
児
童
福
祉
法
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
児
童
家
庭
相
談
に
つ
い
て
児
童

相
談
所
が
対
応
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
児
童
虐
待

相
談
件
数
の
急
増
等
に
よ
っ
て
、
緊
急

に
、
よ
り
高
度
な
専
門
的
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
育
児
不
安
等
を

背
景
に
身
近
な
子
育
て
相
談
も
増
大
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
平

成
16
年
11
月
に
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
、
市
町
村
の
業
務
と
し
て
児
童
家
庭

相
談
に
応
じ
る
こ
と
、
市
町
村
が
児
童

虐
待
の
通
告
先
に
な
る
こ
と
が
法
律
上

明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

▼
協
議
会
の
業
務

　

協
議
会
は
、
主
に
次
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

①
支
援
が
必
要
な
児
童
に
つ
い
て
関
係

機
関
や
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

確
立
し
ま
す
。

②
支
援
が
必
要
な
児
童
と
そ
の
保
護
者

へ
の
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
情

報
交
換
や
支
援
内
容
を
協
議
し
、
支

援
を
行
い
ま
す
。

③
児
童
虐
待
防
止
等
の
広
報
・
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

▼
協
議
会
委
員
の
守
秘
義
務

　

協
議
会
の
委
員
に
は
、
守
秘
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
委
員
で
あ
る
と

き
は
も
ち
ろ
ん
、
委
員
を
退
任
し
た
後

も
協
議
会
で
知
っ
た
秘
密
を
漏
ら
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
違

反
に
対
し
て
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

▼
協
議
会
を
構
成
す
る
機
関
等

　

協
議
会
を
構
成
す
る
機
関
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置

　

児
童
虐
待
や
青
少
年
の
非
行
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
に
関
連
す
る
地

域
の
関
係
機
関
・
団
体
関
係
者
が
連
携
を
密
に
し
、
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
、
児

童
福
祉
法
第
25
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、「
新
温
泉
町
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
本
年
10
月
４
日
に
第
１
回
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

　
（
福
祉
課
児
童
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

関 係 機 関
区分 関係機関等の名称 「国または地方自治体の機関」「法人」「その他」の別

児童福祉
関係

兵庫県豊岡こども家庭センター 国または地方自治体の機関
新温泉町民生委員児童委員協議会 その他
新温泉町社会福祉協議会 法人
新温泉町婦人会 その他
新温泉町福祉課 国又は地方公共団体の機関

保健医療
機関関係

新温泉健康福祉事務所 国又は地方公共団体の機関
美方郡医師会 その他
新温泉町健康課 国又は地方公共団体の機関

教育機関 新温泉町教育委員会学校教育課 国又は地方公共団体の機関
警察、司
法機関 兵庫県警察本部 国又は地方公共団体の機関

人権擁護
関係機関 新温泉町人権推進室 国又は地方公共団体の機関
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本
年
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大

臣
賞
に
は
、
幸
前
嘉
代
子
さ
ん
（
神
戸

市
）
の
作
品
「
遥
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
作
品
は
全
国
各
地
か
ら
一
般
の
部

９
３
７
点
、
学
生
の
部
４
９
２
点
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
新
温
泉
町
の
誕
生
を
祝
う
と

と
も
に
、
住
民
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
と
行
政
と
住
民
が
「
感
動
」
を
共

有
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う

願
い
を
込
め
、「
遥
」
と
「
感
」
を
規

定
課
題
と
し
て
い
た
も
の
で
す
。
審
査

は
、
宇
野
雪
村
先
生
が
二
代
目
会
長
を

努
め
た
奎
星
会
の
現
名
誉
会
長
で
あ
る

宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
に
幸
前
嘉
代
子
さ
ん
（
神
戸
市
）

　

郷
土
の
先
人
で
書
家
の
宇
野
雪
村
先
生
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
書
道

の
普
及
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
、
第
７
回
「
宇
野
雪
村
賞
」
全
国
書
道
展

の
審
査
会
を
９
月
24
日
（
日
）
に
新
温
泉
町
内
で
開
催
し
、
入
賞
作
品
を
決
定
し

ま
し
た
。

稲
村
雲
洞
先
生
を
は
じ
め
、
同
会
の
役

員
４
人
が
行
い
ま
し
た
。

　

大
賞
を
受
賞
し
た
幸
前
嘉
代
子
さ
ん

の
作
品
に
対
し
て
、
審
査
委
員
長
の
稲

村
雲
洞
先
生
は
「
心
技
と
と
も
に
書
の

美
を
追
求
し
、
生
き
生
き
と
し
て
、
見

る
人
に
躍
動
感
を
与
え
る
書
作
品
で
あ

る
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

　

特
別
賞
、
入
賞
作
品
36
点
と
第
４
回

新
温
泉
町
小
中
学
生
書
作
品
展
の
入
賞

作
品
（
教
育
長
賞
、
奨
励
賞
）
は
、
11

月
12
日
か
ら
11
月
22
日
ま
で
の
間
、
浜

坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
で
展
示
し

ま
す
。

※
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
以

　

外
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

一
般
の
部

★
兵
庫
県
教
育
長
賞

辻
明
美
（
千
葉
県
）、
小
林
広
美
（
新

潟
県
）、
藤
山
弘
之
（
広
島
県
）

★
新
温
泉
町
長
賞

福
岡
直
美
（
北
海
道
）、寺
本
香
波
（
三

田
市
）、
中
西
遥
舟
（
富
山
県
）

★
新
温
泉
町
教
育
長
賞

平
沢
咲
果
（
新
潟
県
）、上
床
璋
山
（
神

戸
市
）、
奥
﨑
真
弓
（
三
木
市
）

★
新
温
泉
町
議
会
議
長
賞

吉
田
実
（
新
潟
県
）、大
前
恵
里
子
（
神

戸
市
）、
水
上
栄
子
（
福
井
県
）

★
奎
星
会
会
長
賞

石
田
敬
子
（
神
奈
川
県
）、
西
濱
智
恵

子
（
神
戸
市
）、
井
上
弥
生
（
小
野
市
）

学
生
の
部

★
新
温
泉
町
長
賞

弦
巻
真
里
奈（
北
海
道
）、西
井
嘉
孝（
養

父
市
）、
越
智
貴
一
（
愛
媛
県
）

★
新
温
泉
町
教
育
長
賞　

岩
村
珠
希

（
福
井
県
）、
後
藤
昭
如
（
新
潟
県
）、

中
山
菜
美
（
尼
崎
市
）、
稲
角
啓
（
三

田
市
）、
桒
田
真
亜
子
（
広
島
県
）

―

問
い
合
わ
せ―

   

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

   

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した
幸前嘉代子さんの作品『遥』
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TEL（0796）82-5251

　

図書館まつりのご案内
　10 月１日の加藤文太郎記念図
書館の開館記念日と、読書週間
（10月27日～11月９日）及び「文
化の秋」にちなんで、住民の皆さ
まに図書館をもっと身近に感じて
いただきながら、さらに利用して
もらおうと、本年も10月１日（日）
から 31 日（火）まで「図書館ま
つり」を開催します。

　子どもシネマの会　　   
◆と き　10月14日（土）
　　　　　  午後 1時～
◆ところ　図書館　視聴覚室
◆内 容　『ハリー・ポッターとア
　　　　　ズカバンの囚人』

    特別おはなし会　　  　  
◆と　き　10月 14日（土）
　　　　　　午後 3時 30分～
◆ところ　図書館　視聴覚室
◆内　容　『どうぶつがいっぱい』

    おはなし会     　       　　
◆と　き　10月 28日（土）
　　　　　　午後 2時～
◆ところ　図書館　おはなし室
◆内　容　『きっとみんなよろこぶよ！』他

※今年も、加藤文太郎をしのびながら、
ふるさとでたくさんのことを学んでい
ただきたいと思います。期間中は、た
くさんの行事があります。24ページも
ご覧ください。

加藤文太郎
記念図書館

「10月のおすすめの本」
ご案内

「象の背中」
秋元　康著／産経新聞社

　余命半年と宣告された 48 歳の仕事人間の
藤山は、自分のこれまでの人生を振り返り、	延
命治療はせず、自分らしい最後を送ろうとす
る。「こんな死に方がしたい」と思える死とは？
愛する者たちとの最高の別れとは？

「そろそろくる」
中島たい子著／集英社

　『ＰＭＳ』（月経前症候群）とは、イライラし
たり、涙もろくなったり、体がむくんだりと大
変な不快症状に襲われること。三十歳を過ぎた
秀子はうまくいかない仕事と『ＰＭＳ』に悩ま
されながら、年下の彼と一緒にこの原因を調べ
ていくうちに、いつしか癒されていく…。	

「日本の登山家が愛したルート 50」
岳人編集部／東京新聞出版局

　日本を代表する登山家たちが、国内のルー
トからお気に入りのルートを紹介する。選ば
れたルートは多くの登山者の目標やあこがれ
ばかりで、そのまま日本の名ルートガイドに
もなっており、登山家の思い入れや登山観も
書かれたトップクライマーの登山思想書でも
ある。

「あきらめないこと、それが冒険だ」
野口　健／学研

　落ちこぼれの問題児と言われた子ども時代。
そんな中で「植村直己」の冒険の本に出会っ
た野口少年は山登りの夢を持つ。最年少で世
界七大陸最高峰登頂に成功した彼が見たもの
はエベレストの大量のゴミの山だった。そこ
から地球を守る次の冒険が始まった。

「だいじょうぶだよ、ゾウさん｣
ヴァレリー・ダ－ル絵／文渓堂

　幼いネズミと年老いたゾウが仲良く暮らしてい
ました。やがてゾウは死を迎えるために「ゾウの
国」に旅立たなければならなくなりました。「いっ
ちゃいやだ」と言っていたネズミはやがて悲し
みと向き合えるまでに成長し、ゾウを送り出す
手助けを始めます。心が成長するって、どうい
うことか…。子どもと死について考える絵本。	 広報しんおんせん（10月号） 16
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事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

㈱隆栄水産

事務員① 不問 120～ 170
事務員② 不問 140～ 160
販売員 不問 200～ 270
調理師 30～50 276～ 306
ウエーター・
ウエートレス 19～ 50 150～ 210

日本精機宝石工業㈱ 生産作業① 不問 115～ 140
生産作業② 不問 120～ 140

浜美屋食品㈱ 営業 40以下 165～ 245
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 200
㈱マルワ水産運輸 事務員 26～35 150～ 200
㈱田中工業所 土木施工

管理技士 50以下 180～ 220
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 286～ 396
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
㈱岸本工務店 営業 不問 200～ 350

型枠工事 不問 200～ 350
山陰道路㈱ 土木管理者・

土木監督者 不問 250～ 300
フジコン食品㈱ 食品製造補助 不問 165～ 202
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 30以下 130 ～ 200
株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165～ 273土木技術者 不問
㈲福田建機 整備士 20～35 150
丸瀬興業 土木作業員 不問 180～ 270
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 280
乙野運送㈱ 運転手 不問 165～ 336
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 40以下 140～ 250
豊和通信システム㈱ 外線 20～50 169～ 209
㈱朝野家 客室係 不問 225～ 260

営業係 不問 145～ 155
㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245
㈱御やどゆもと 客室係 不問 198

調理師 25～40 250～ 350
㈱井筒屋 客室係 不問 223～ 249

フロント係 不問 150～ 197
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155～ 190
湯村温泉病院 看護師 不問 182～ 207
立道建設㈱ 現場作業員 18～45 161～ 276
湯村温泉会館 浴場員 不問 132
川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 35 以下 140～ 240

（パート）
事業所名 職種 年齢 時給（円）

㈱隆栄水産

事務員 不問 800～ 850
販売補助① 18～55

800～ 900販売補助② 不問事務オペレータ
ウエーター・
ウエートレス 19～ 50 750～ 950

事業所名 職種 年齢 時給（円）
㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
山陰道路㈱ 厨房兼ホール係 不問 700～ 800
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
㈱コメリ中四
国地区本部

販売員① 16～ 40 770
販売員② 18～ 45 760～ 800

日本精機宝石
工業㈱

営繕・機
械修理 55～ 62 800

但馬ダイエー
警備保障㈲ 警備員 不問 700～ 1,000
特定非営利活
動法人にーず

看護師 不問 1,100
介護員 不問 800

㈱トヨダ 販売 18～ 57 860
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,700～2,500

㈱ナカケー
配送業務

不問
800

レジ・接客業務
745～ 900パン製造

販売業務
日清医療食品
㈱近畿支店 栄養士 20～ 55 780～ 830
全秦通商㈱レンタル
ビデオコスモス店 販売員 不問 690～ 865

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～ 1,000フロアースタッフ
調理補助

㈱みよしや旅館 炊事・配膳 不問 750

㈱御やどゆもと
皿洗い、風
呂掃除など 不問 800～ 850
客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800
フロアー係 不問 1,100
まかない係 不問 800

㈱西沢製作所

機械設計 40以下 1,000
ＥＴＣの情
報収集業務 35 以下 900

経理、現場事務 不問 700
ケービックス
㈱鳥取事務所 クリーンクルー 不問 700
㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000～1,300
㈱朝野家 洗浄係 不問 700～ 750

調理補助 不問 700～ 750
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000

㈱ナカケー レジ・接客業務 不問 745～ 900鮮魚・惣菜部
医療法人社団
古澤クリニック 看護師 不問 1,200～1,300

H18（2006）.10. 12

広報しんおんせん（10月号）

まちの求人案内

－問い合わせ－
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート）
（平成 18 年 9 月 20 日現在）
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ふ
れ

あ
い広

場

ここに人あり⑤

広報しんおんせん（10月号）

H18（2006）.10.12

　

住
民
の
学
ぶ
こ
と
へ
の
意
欲
と
生
き

が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
生
涯
学
習
の

拠
点
と
し
て
、
浜
坂
地
域
内
で
は
旧
小

学
校
区
（
赤
崎
、御
火
浦
、大
庭
、久
斗
、

久
斗
山
、
諸
寄
及
び
居
組
）
に
地
区
公

民
館
を
設
置
し
、
地
区
公
民
館
長
を
中

心
に
地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
一
回
の
地
区
公
民
館
長
会
議
で

事
業
報
告
と
今
後
の
予
定
な
ど
を
話
し

合
い
な
が
ら
、
地
区
ご
と
に
生
け
花
、

手
芸
、
歌
謡
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
詩
吟
、

絵
て
が
み
、
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

の
各
種
教
室
や
、
ち
び
っ
子
サ
ー
ク
ル
、

歴
史
探
訪
な
ど
地
域
に
あ
っ
た
特
色
を

う
ま
く
引
き
出
し
た
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
が
生

活
の
中
で
経
験
し
て
き
た
遊
び
や
、
物

作
り
の
継
承
を
子
ど
も
た
ち
に
行
っ
て

い
ま
す
。「
今
年
は
高
齢
者
の
老
化
を
防

ぎ
、
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
を
図
る
た
め
「〝
皿

ま
わ
し
ク
ラ
ブ
〟
を
作
っ
た
。
た
く
さ

ん
の
人
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
参

加
し
て
も
ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
」
と

話
す
亀
谷
居
組
地
区
館
長
。
幅
広
い
活

動
を
通
し
て
、
住
民
に
参
加
を
呼
び
か

け
住
民
の
連
帯
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

地
区
公
民
館
長
の
役
割
は
、
地
域
住

民
と
連
携
し
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

と
、
住
民
へ
の
参
加
呼
び
か
け
な
ど
を

行
う
こ
と
。
し
か
し
、
活
動
も
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
事

業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
細
見
大
庭
地

区
館
長
は
、「
毎
日
の
活
動
は
大
変
で

も
子
ど
も
が
家
に
帰
っ
て
『
楽
し
か
っ

た
。
ま
た
参
加
し
た
い
』
と
言
っ
て
い

る
声
を
耳
に
し
た
り
、
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
感
じ

る
」
と
の
こ
と
。

　

近
年
、
参
加
者
数
の
減
少
な
ど
活
動

の
マ
ン
ネ
リ
化
も
叫
ば
れ
ま
す
。「
特

に
、
40
歳
代
、
50
歳
代
の
人
の
公
民
館

活
動
へ
の
関
心
度
が
低
い
。
も
っ
と
多

く
の
人
に
公
民
館
活
動
に
か
か
わ
り
を

も
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
中
家

諸
寄
地
区
館
長
。
こ
れ
か
ら
も
、「
幅

広
く
住
民
に
参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
へ
の
意
欲
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
脇

本
三
尾
地
区
館
長
。
岡
村
久
斗
地
区
館

長
は
「
我
々
の
活
動
は
、
生
涯
学
習
を

通
し
て
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
と
核

家
族
化
な
ど
に
よ
り
希
薄
と
な
っ
て
き

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ふ
れ
あ
い

を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
う

こ
と
で
あ
る
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

浜坂地域各地区公民館長

◆材料（４人分）
・さつまいも　　　大 2個
・砂糖　　　　　　大さじ 3
・しょう油　　　　大さじ 1
・酢　　　　　　　少々
・酒　　　　　　　少々
・黒ごま　　　　　少々
・油　　　　　　　適量

▼
作
り
方

①
さ
つ
ま
い
も
は
皮
付
き
の
ま
ま
一
口

大
の
乱
切
り
に
し
、
水
に
さ
ら
し
て

ア
ク
を
抜
く
。

②
①
の
水
分
を
ふ
き
取
り
、
熱
し
た
油

で
揚
げ
る
。

③
鍋
に
砂
糖
、
し
ょ
う
油
、
酢
、
酒
を

入
れ
、
加
熱
し
、
小
さ
な
泡
が
出
る

位
に
熱
し
た
ら
、
揚
げ
た
て
の
さ
つ

ま
い
も
を
か
ら
ま
せ
る
。

④
③
を
バ
ッ
ト
に
移
し
、
黒
ご
ま
を
ふ

る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
大
学
い
も

地区公民館長会議
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農
業
委
員
会
情
報
№
９―

新
温
泉
町
の
畜
産
に
つ
い
て

▼
但
馬
牛
増
頭
促
進
事
業
（
県
単
）
に

　

つ
い
て

◇
事
業
内
容　

　

但
馬
牛
雌
繁
殖
牛
の
導
入
、
保
留
ま

た
は
預
託
の
増
頭
対
策
に
要
す
る
経
費

の
一
部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。
事
業
実
施

機
関
は
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

ま
で
の
期
間
で
す
。

 

◇
事
業
対
象
牛

　

対
象
牛
は
、
繁
殖
用
に
供
す
る
目
的

で
、
保
留
ま
た
は
県
内
の
家
畜
市
場
や

あ
っ
せ
ん
会
な
ど
で
導
入
し
た
但
馬
牛

雌
牛
で
す
。
ま
た
対
象
牛
の
飼
養
期
間

は
、導
入
し
て
か
ら
満
３
年
以
上
で
す
。

　

た
だ
し
、
効
果
的
な
増
頭
を
推
進
す

る
た
め
に
、以
下
の
牛
は
対
象
外
で
す
。

①
県
が
実
施
し
て
い
る
但
馬
牛
改
良
推

進
対
策
事
業
、
和
牛
振
興
対
策
事
業

に
よ
り
導
入
ま
た
は
保
留
し
た
雌
牛
。

②
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
振
興
機
構
が

実
施
す
る
畜
産
用
振
興
事
業
（
地
域

肉
用
牛
振
興
対
策
事
業
な
ど
）
に
よ

り
導
入
ま
た
は
保
留
し
た
雌
牛
。

③
そ
の
他
、
知
事
が
対
象
外
と
認
め
た

雌
牛
。

◇
補
助
額

　

事
業
実
施
主
体
が
但
馬
牛
繁
殖
雌
牛

の
増
頭
対
策
と
し
て
導
入
等
の
経
費
の

一
部
が
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
さ
れ
ま

す
。
補
助
率
は
、
１
／
２
以
内
と
し
、

補
助
金
額
は
１
頭
あ
た
り
５
万
円
で

す
。
た
だ
し
、
他
の
補
助
事
業
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
優
良
牛
確
保
対
策
事
業
（
町
単
）
に

　

つ
い
て

　

繁
殖
用
に
供
す
る
目
的
で
、
子
牛
を

購
入
ま
た
は
保
留
し
た
場
合
、
以
下
の

補
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
あ
っ
せ
ん
会
で
購
入
し
た
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
万
円
／
頭

◇
牛
市
で
購
入
し
た
場
合
は
、　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円
以
内
／
頭

◇
自
家
保
留
し
た
場
合
は
、　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円
以
内
／
頭

　

世
界
に
誇
る
但
馬
牛
産
地
で
あ
る
本
町
の
畜
産
経
営
の
状
況
は
、
子
牛
価
格
の
低

迷
や
後
継
者
不
足
な
ど
を
理
由
に
飼
育
頭
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
中
、

Ｊ
Ａ
や
行
政
で
は
、
産
地
を
活
性
化
さ
せ
る
目
的
で
畜
産
農
家
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、〝
但
馬
牛
を
増
や
そ
う
〟
と
県
や
町
の
施
策
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

※
さ
ら
に
、
波
系
子
牛
の
場
合
は
５
万

円
／
頭
追
加
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

子
牛
の
価
格
は
５
万
円
以
上
と
し
、

１
農
家
あ
た
り
の
補
助
対
象
頭
数
は

３
頭
ま
で
で
す
。

　

以
上
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
今
一

度
、
但
馬
牛
の
産
地
を
守
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
活
動
が
出
来
る
の
か
を
考

え
、
産
地
は
Ｊ
Ａ
や
行
政
が
守
る
の
で

は
な
く
、
畜
産
農
家
一
人
ひ
と
り
が
但

馬
牛
に
力
を
注
ぎ
活
性
化
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（10月号）
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―長寿祝福事業―

長寿のお年寄りを激励

　「敬老の日」の 9月 18 日（月）、諸寄区で「第
5回長寿ふるさとまつり」が開催されました。
　このまつりは区が主体となって、高齢者の皆さ
まに楽しい一日を過ごしていただこうと開催して
いるもので、約 120 人の高齢者らが参加しまし
た。
　まつりは、明星保育園の園児による「よさこい
ソーランロック」でオープニング。続いて、諸寄
幼稚園の園児のダンスなども披露されました。そ
して、子どもたちが「おじちゃん、おばあちゃん
いつまでも元気でね」とあいさつし、高齢者らは
温かいまなざしで園児たちの踊りに拍手を送って
いました。
　昼食の後、地区の有志らによる大正琴や銭太鼓、
舞踊などが披露され、訪れた高齢者らは楽しい一
日を過ごしていました。

諸寄長寿ふるさとまつり

広報しんおんせん（10月号）

　「敬老の日」を前にした 9月 15 日（金）、兵庫
県祝金支給対象者、最高齢者・最高齢夫婦及び米
寿者の家庭を馬場町長や脇本助役、中井社会福祉
協議会会長らが訪問し、兵庫県の祝い金や町、社
会福祉協議会の祝い品などを手渡しました。
　この日は、対象者 167 人の自宅を町長、助役
などが 6班体制で一軒ずつ訪問。馬場町長は、
最高齢者の楠田キサノさんや最高齢夫婦の谷口秀
治さん、島枝さん夫妻宅などを訪問しました。尾
崎とめさん（久谷）宅では「いつまでもお元気で」
と激励し、祝い品などを手渡しました。　
　尾崎さんは「毎日の畑仕事が健康の秘訣。この
年まで元気で過ごせたのはありがたい。家族にも
感謝している」と話していました。

但馬“牛まつり”を開催

牛車を使った「花嫁行列」

　但馬の特産品である但馬牛を広くＰＲする「第
13 回但馬〝牛まつり〟」を 9月 24 日（日）、県
立但馬牧場公園で開催しました。
　会場内では、牛車を使った花嫁行列を再現し、
あでやかな花嫁姿が注目を集めていました。また、
但馬牛の造形物パレードには今年も多くの団体が
参加しました。のじぎく兵庫国体のマスコット「は
ばたん」の衣装を着てダンスしたり、木の板で
作った但馬牛から子どもたちが登場し、太鼓を演
奏するなど趣向を凝らしたパフォーマンスも披露
され、観客の喝さいをあびていました。その他に
も日本酒まつり、牛のファッションショー、女み
こしなどがあり訪れた 18,000 人の来場者らは一
日を満喫していました。

H18（2006）.10.12

踊りを披露する園児たち

馬
場
町
長
か
ら
お
祝
い
の
品
を
受
け
取
る

尾
崎
さ
ん
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まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（10月号）

　のじぎく兵庫国体・デモスポ行事「少年・少女
スポーツ相撲」を 10 月 1 日（日）、浜坂相撲場
で開催しました。
　大会には県内各地から参加した小学生の男女
82人が先鋒、中堅、大将の 3人で戦う団体戦と、
個人戦にわかれ、熱い戦いを繰り広げました。こ
の日は、あいにくの空模様でしたが、まわしを締
めた子ども力士たちが土俵の上で激しくぶつかり
合うと、観客らは「がんばれー」といった声援や、
温かい拍手を贈っていました。

　大会結果は以下のとおりです。（敬称略）
〔団体戦〕

◆優　勝　高砂相撲教室Ａ（高砂市）
◆準優勝　松陽相撲教室（高砂市）
◆第３位　浜坂東・北連合（新温泉町）
　　　　　伊丹相撲教室Ａ（伊丹市）

〔個人戦〕
◆４年生の部
　優　勝　西村貴裕（伊丹相撲教室Ｂ）
◆ 5 年生の部
　優　勝　中谷賢也（松陽相撲教室）
◆ 6 年生の部
　優　勝　光本大輝（伊丹相撲教室Ａ）

‐のじぎく兵庫国体　デモスポ行事‐

少年・少女スポーツ相撲

　介護老人保健施設「ささゆり」の大運動会を 9
月 28日（木）に施設内で開催しました。
　入所者らに四季の行事を通して季節感を味わっ
ていただくとともに、童心に返って楽しみながら
運動していただこうと毎年開催しているものです。
　選手宣誓では、入所者代表が「競い合いながら
も皆と仲良く、ふれあいたいと思います」と力強
く宣誓。約 100 人の入所者、通所者らが紅白に
わかれて、玉入れ、じゃんけんゲームなどをして
楽しみました。本年は、話題の脳トレーニングを
毎日行っているため、例年に比べて玉入れの数か
ぞえで、大きな声が出ていました。スタッフらは
「一生懸命になると普段では思いもよらない動き
がでたりする。おだやかな人も闘志を燃やし、競
技に参加していた。楽しい一日を過ごしていただ
いたと思う」と話していました。

ささゆり大運動会

玉入れ競技を楽しむ入所者ら

力と力のぶつかり合い
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〝
み
ん
な
で
つ
く
る
総
合
計
画
〟 

新
温
泉
町
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

第
１
次
町
総
合
計
画
は
、
昨
年
10
月

の
新
温
泉
町
発
足
後
の
目
指
す
べ
き
姿

と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方

向
を
示
す
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
計
画
で
す
。

　

本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
住
民
参
画
、
協
働
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
住
民
参
画
を
よ
り
明

確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
課
題
と
い
え

ま
す
。
今
後
は
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
の
理
念
の
も
と
、
住
民
が
能
動

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
意
識
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
行
政
の
み
な
ら
ず

住
民
や
事
業
者
も
自
ら
の
役
割
を
十
分

に
理
解
し
、
相
互
の
協
力
に
よ
り
、
人

が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
住
民
自
治
の
第
一
人
者

で
あ
る
中
川
幾
郎
さ
ん
か
ら
最
新
の
ま

ち
づ
く
り
の
動
向
、
考
え
方
等
を
お
聞

き
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
講
演
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
20
日
（
金
）

　

午
後
７
時
～
９
時

▼
場
所　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
演
題　

参
画
と
協
働
に
よ
る
新
温
泉

　

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

▼
講
師　

中
川
幾
郎
さ
ん
（
帝
塚
山
大

　

学
大
学
院
法
政
策
研
究
科
・
同
大
学

　

法
政
策
学
部
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H18（2006）.10.12

募　

集

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

ご
案
内

　
‐
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
は
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　

生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
‐

　

自
ら
解
決
し
た
り
、
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
る
程
度
の
適
度
な
ス
ト
レ
ス

は
よ
い
刺
激
剤
と
な
り
、
乗
り
越
え
た

あ
と
に
感
じ
る
達
成
感
と
開
放
感
は
自

ら
の
や
る
気
・
向
上
心
や
人
間
的
な
成

長
・
発
達
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
問
題
が
過
度
に
困
難
に

あ
っ
た
り
、
解
決
の
た
め
の
手
段
や
助

力
が
与
え
ら
れ
ず
、
い
つ
ま
で
も
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
の

過
度
な
ス
ト
レ
ス
は
、
達
成
感
や
満
足

感
が
得
ら
れ
ず
、
疲
労
感
や
絶
望
感
が

持
続
し
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

ケ
ア
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
理
解
し
、
自
ら

の
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
き
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
処
方
法
を
講
じ
る
こ
と
が
、
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
病
気
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
あ
な
た
も
日
ご
ろ
ス
ト
レ

ス
を
過
度
に
感
じ
、
体
調
が
悪
く
あ
り

ま
せ
ん
か
。
町
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
の
講
演
会
、
な
ら
び
に
健
康
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

▼
日
時　

11
月
13
日
（
月
）

　

午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分

▼
場
所　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
講
師　

公
立
豊
岡
病
院　

　

上
田
登
子　

精
神
保
健
福
祉
士

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

▼
日
時　

12
月
４
日
（
月
）

　

午
後
２
時
～

▼
場
所　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
担
当
医
師　

公
立
豊
岡
病
院

　

柿
田
充
弘　

医
師　

※
相
談
は
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
６
４
６

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

広報しんおんせん（10月号）
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歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
と
き　

10
月
28
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
開
演

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

歌
で
地
域
交
流
の
輪
を
広
げ

よ
う
実
行
委
員
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
、
香
美
町

▼
出
演
団
体

◇
第
１
部

　

さ
ざ
な
み
会
、
倉
吉
み
こ
し
ネ
ッ
ト

風
雅
、
青
下
婦
人
傘
踊
り
ク
ラ
ブ
、

各
地
域
の
歌
謡
愛
好
家
ほ
か

・
友
情
出
演

　

濱
田
陽
子
（
ダ
イ
プ
ロ
・
エ
ッ
ク
ス
）

◇
第
２
部

・
特
別
ゲ
ス
ト

　

秋
岡
秀
治
（
日
本
ク
ラ
ウ
ン
）、
谷

本
知
美
（
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
）

▼
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
券
３
０
０
０
円

（
当
日
券
３
５
０
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
日
本
海
新
聞
社
但
馬
支
社

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
４
１

第
７
回
景
観
ま
ち
づ
く

り
部
会
（
浜
坂
地
区
）

　

浜
坂
の
景
観
の
あ
る
べ
き
将
来
像
を

描
き
出
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
景
観
基
準
の
土
台
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き　

10
月
27
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

▼
内
容　

①
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
（
浜

坂
の
景
観
の
あ
る
べ
き
将
来
像
・
イ

メ
ー
ジ
を
描
き
出
し
ま
す
）

②
景
観
基
準
に
つ
い
て
（
こ
ん
な
建
物

が
こ
ん
な
建
物
な
る
〝
基
準
〟
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
す
）

③
景
観
形
成
地
区
の
範
囲
に
つ
い
て

（
景
観
形
成
地
区
の
指
定
範
囲
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

浜
坂
中
学
校
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル

　

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
授
業
や

文
化
祭
活
動
等
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を

見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
文
化
祭

・
11
月
２
日
（
木
）

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
授
業
参
観

・
11
月
８
日
（
水
）、
10
日
（
金
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
０
時
35
分

　

午
後
１
時
45
分
～
２
時
35
分

・
11
月
９
日
（
木
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
０
時
35
分

　

午
後
１
時
45
分
～
３
時
35
分

▼
部
活
動

・
11
月
８
日
（
水
）、
10
日
（
金
）

　

午
後
３
時
30
分
～
５
時
50
分

・
11
月
９
日
（
木
）

　

午
後
４
時
30
分
～
５
時
50
分

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
中
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
１
０
４

広報しんおんせん（10月号）
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第１回新温泉町駅伝大会参加チームの募集

　◆日時　11月５日（日）午前８時 20分～
　◆部門・コース
　　◇男子の部　9時 10分スタート
　　　浜坂北小学校～しおかぜ通り～浜岡橋～小
　　　井津町～図書館駐車場折り返し～浜坂北小
　　　学校の周回コース（1・2・4・6区は 3.26、
　　　3・5区は浜岡橋折り返し 1.97㎞）
　　◇女子の部　9時 20分スタート
　　　浜坂北小学校～しおかぜ通り～浜岡橋折り
　　　返し～浜坂北小学校の周回コース（1～ 5
　　　区すべて 1.97㎞）
　　◇小学生の部　10時 50分スタート
　　　浜坂北小学校～しおかぜ通り北側折り返し～
　　　浜坂北小学校の周回コース（1～ 4区すべ
　　　て 1.41㎞）
　◆主催　新温泉町体育協会
　◆参加費　１チーム 3,000 円
　　　　　　　（小・中学生は無料）
　◆募集期限　10月 20日（金）午後 5時

―問い合わせ―
新温泉町体育協会
℡（0796）82-5244
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H18（2006）.10.12

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事

業
の
ご
案
内

　

わ
が
家
の
地
震
対
策
。
ま
ず
は
、
簡

易
耐
震
診
断
か
ら
。

▼
対
象
と
な
る
住
宅　

町
内
に
あ
る
住

宅
で
、
昭
和
56
年
5
月
以
前
に
着
工

し
た
も
の

▼
診
断
手
数
料　

１
棟
あ
た
り

３
０
０
０
円
（
木
造
戸
建
の
住
宅
の

場
合
）

　

※
な
お
、
建
築
物
の
構
造
等
に
よ
り

　

手
数
料
が
異
な
り
ま
す
。

簡
易
耐
震
診
断
を
受
け

れ
ば
・
・
・

　

①
住
宅
の
耐
震
性
の
評
価

　

②
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

　

③
建
築
士
に
よ
る
耐
震
改
修
の
ア
ド

　

バ
イ
ス
な
ど
を
ま
と
め
た
「
簡
易
耐

震
診
断
報
告
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

建
築
職
人
が
ボ
ラ
ン
ィ
ア
で

補
修
、
修
理
！

　

本
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

お
宅
で
「
建
具
が
閉
ま
り
に
く
く
て

困
っ
て
い
る
」「
棚
や
手
す
り
を
作
っ

て
ほ
し
い
」「
段
差
を
解
消
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
お
困
り
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
建
築
職
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
補
修
、
修
理
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

10
月
29
日
（
日
）

▼
実
施
主
体　

東
播
建
設
労
働
組
合
但

馬
支
部
浜
坂
分
会
、
同
温
泉
分
会

▼
対
象
者　

本
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者

▼
修
繕
費　

無
料
（
た
だ
し
、
材
料
費

は
自
己
負
担
）

▼
募
集
件
数　

浜
坂
地
域
、
温
泉
地
域

各
５
～
７
件

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

10
月
19
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
浜
坂
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
０
７
１

　

同　
　
　
　
　
　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

図
書
館
ま
つ
り
・
ふ
れ
あ

い
登
山
体
験
参
加
者
募
集

　　

文
太
郎
を
語
る
会
と
の
共
催
で
、
今

年
は
「
上
山
高
原
」
に
登
り
、
植
樹
を

し
ま
す
。
文
太
郎
が
登
っ
た
山
に
み
な

さ
ん
一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

10
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原

▼
行
程　

図
書
館
→
上
山
高
原
ふ
る
さ

と
館
→
上
山
高
原
→
山
頂
・
植
樹
・

自
然
観
察
→
図
書
館

▼
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
対
象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年
は
保

護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

25
人

▼
持
っ
て
く
る
も
の　

お
弁
当
、お
茶
、

カ
ッ
パ
、
タ
オ
ル
な
ど

▼
募
集
期
限　

10
月
18
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

図
書
館
ま
つ
り
・
読
み
聞

か
せ
講
座
参
加
者
募
集

　

子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
や
お
は
な

し
会
な
ど
い
ろ
ん
な
場
所
で
実
践
す
る

読
み
聞
か
せ
の
仕
方
な
ど
の
お
話
し
を

し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
30
日
（
月
）

 　

午
後
１
時
30
分
よ
り

▼
と
こ
ろ　

図
書
館
・
視
聴
覚
室

▼
内
容　
「
子
ど
も
と
絵
本
を
結
ぶ
活
動
」

▼
講
師　

橋
本
し
げ
み
さ
ん

　
（
豊
岡
市
児
童
奉
仕
専
門
員
）

▼
対
象　

高
校
生
以
上

▼
募
集
人
員　

20
人

▼
募
集
期
限　

10
月
23
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

広報しんおんせん（10月号）

募　

集

図書館まつり・としょかん寄席
◆と　き　10 月 22 日（日）午後 2時～
◆ところ　図書館　視聴覚室
◆内　容　落語『鉄砲勇助』大喜利他
◆参加料　無料

図書館まつり・文太郎鍋
◆と　き　10 月 22 日（日）午後 3 時～
◆ところ　図書館玄関横
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「
秋
の
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
」「
ブ
ナ
ッ
子 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
同
時
開
催

　

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

以
前
の
豊
か
な
森
を
復
元
し
、
資
源
豊

か
な
海
、
水
害
の
な
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
自
然
復
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、｢

ブ
ナ
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｣

は
都
市
部
の
人
た
ち
と
新
温
泉
町
民
と

が
、
広
葉
樹
の
植
樹
や
育
樹
活
動
を
通

し
て
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
と
き　

10
月
29
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原

　
（
集
合
）
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、兵
庫
県
、

新
温
泉
町

▼
内
容　

広
葉
樹
の
植
え
付
け
作
業
、

わ
た
な
べ
ゆ
う
草
原
コ
ン
サ
ー
ト
、

ブ
ナ
ッ
子
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
自

然
観
察
会
（
上
山
高
原
か
ら
青
下
へ

紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ
）、
植
樹
作
業

▼
参
加
費　

大
人
５
０
０
円

　

小
・
中
学
生
３
０
０
円

▼
交
通　

浜
坂
か
ら
湯
村
温
泉
経
由

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
。（
申
し
込
み
が
必
要
）

▼
募
集
人
員　

先
着
１
０
０
人

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

「
第
16
回
上
山
霧
ヶ
滝
も
み

じ
マ
ラ
ソ
ン
」
参
加
者
募
集

▼
期
日　

11
月
５
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

▼
コ
ー
ス　

青
下
～
霧
ヶ
滝
間

（
４
・
２
１
９
５
㎞
）

▼
主
催　

上
山
霧
ヶ
滝
も
み
じ
マ
ラ
ソ

ン
実
行
委
員
会

▼
種
目　

ラ
ン
ラ
ン
10
分
の
１
マ
ラ
ソ

ン
（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
、
歩
け
歩
け

の
部
共
通
）

　
　

小
学
校
低
学
年
、小
学
校
高
学
年
、

中
学
生
以
上
～
39
歳
、
40
歳
以
上
の

部
そ
れ
ぞ
れ
男
女
別

▼
参
加
料　

小
学
生
以
下
１
０
０
０

円
、
中
学
生
１
５
０
０
円
、
高
校
生

以
上
２
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
山
霧
ヶ
滝
も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
（
馬
場
正
男
宅
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
９
６
８

広報しんおんせん（10月号）

H18（2006）.10.12

各種相談のご案内
身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

10月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会温泉支部

TEL（0796）92-1866

10月19日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会浜坂支部
TEL（0796）82-1071

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

11月18日（土） 午前10時～午後5時 香住文化会館

司法書士による登記、相
続、多重債務、消費者問題、
成年後見、労働問題、生
活保護等の無料法律相談

兵庫県司法書士総合相談センター
TEL（078）341-2755

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

10月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会温泉支部

TEL（0796）92-1866

10月25日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会浜坂支部
TEL（0796）82-1071
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新
温
泉
町
に
お
け
る
緑

条
例
の
施
行
に
つ
い
て

　

本
町
の
全
域
を
含
む
北
但
馬
地
域
の

緑
豊
か
な
自
然
と
風
景
を
守
り
な
が

ら
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
本
年
11
月
1
日
か
ら
県
の
緑
豊

か
な
地
域
環
境
の
形
成
に
関
す
る
条
例

（
緑
条
例
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
土
地

の
造
成
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
手
続
き

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

若
し
く
は

　

兵
庫
県
但
馬
県
民
局
県
土
整
備
部

　

建
築
第
２
課
（
新
温
泉
土
木
駐
在
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
83
‐
３
８
６
６

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
で
は
〝
も
の

の
大
切
さ
〟
を
考
え
、
家
庭
に
眠
っ
て
い

る
品
物
を
有
効
利
用
し
、
思
い
や
り
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
毎

年
、住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
品
物（
未
使
用
）

を
寄
贈
い
た
だ
き
、
文
化
祭
・
温
泉
会

場
で
バ
ザ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
バ
ザ
ー
を
開
催
し
、
そ
の
収

益
の
一
部
を
町
の
社
会
福
祉
向
上
の
た

め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
３
日
（
金
）
文
化
の
日

　

午
前
９
時
～

▼
会
場　

文
化
祭
・
温
泉
会
場
内
の
テ

ン
ト

▼
主
催　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
、温
泉
町
商
工
会
、

新
温
泉
町
温
泉
地
域
婦
人
会

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
た

い
品
物

▼
次
の
品
物
で
使
用
し
て
な
い
も
の

　

①
什
器
②
装
飾
品
③
手
芸
品
④
日
用

品
⑤
雑
貨
⑥
そ
の
他
家
庭
に
眠
っ
て

い
る
品
物
（
た
だ
し
、
衣
服
、
食
料

品
は
除
き
ま
す
）

※
寄
贈
す
る
品
物
の
売
価
に
つ
い
て
、

希
望
額
が
あ
れ
ば
あ
ら
か
じ
め
お
書

き
く
だ
さ
い
。

※
会
社
名
・
個
人
名
の
入
っ
た
も
の
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

寄
贈
方
法

　

温
泉
地
域
各
地
区
の
婦
人
会
長
を
通

じ
て
、
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。
寄
贈
品

は
、
10
月
18
日
（
水
）
ま
で
に
温
泉
地

域
各
地
区
の
婦
人
会
長
へ
お
願
い
し
ま

す
。
婦
人
会
の
な
い
地
域
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
区
長
宅
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、「
温
泉
地
域
消
費
者
の
会
事

務
局
（
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
）」

ま
で
直
接
ご
持
参
い
た
だ
い
て
も
構
い

ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
事
務
局

　
（
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
（
内
線
21
）

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

▼
社
会
保
険
料
控
除
に
証
明
書
が
必
要

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
町
民
税
等
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年

金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
場
合
は
、
今
年
一
年
間
に
納

付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国
民

年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

等
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が
発

行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
一
年

間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
①
本
年
１
月
か
ら
10

月
２
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金

H18（2006）.10. 12

広報しんおんせん（10月号）

 

お
知
ら
せ

一昨年のふれあいバザー
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保
険
料
額
と
、
②
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。

納
付
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
も
、
年
内
に

納
付
す
れ
ば
、
本
年
分
の
控
除
と
し
て

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
３
日
以
降
に
本
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
翌
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
結
果
と
し

て
、
平
成
18
年
中
に
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
付
し
た
方
全
員
に
こ
の
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書

を
添
付
等
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
３
１
９
６

土
地
取
引
の
届
け
出
を

お
忘
れ
な
く
！

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
高
騰
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
適
正
で
合
理
的
に
土
地
を
利
用
す

る
た
め
、
土
地
取
引
に
つ
い
て
「
届
出

制
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
一
定
規
模
以
上
の
土
地
の

取
引
を
し
た
場
合
、
契
約
し
た
日
か
ら

２
週
間
以
内
に
役
場
を
経
由
し
て
知
事

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
面
積

・
都
市
計
画
区
域
（
浜
坂
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
（
温
泉

地
域
）

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
０
㎡
以
上

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
」
か

ら
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

ボ
イ
ラ
ー
取
替
え
等
の
工
事
の
た

め
、
10
月
24
日
（
火
）
～
26
日
（
木
）

の
３
日
間
臨
時
休
館
し
ま
す
。ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
０
８
０

広報しんおんせん（10月号）

H18（2006）.10.12

　免除を受けた期間や学生納付特例及び若年者納付
猶予を受けていた期間は、保険料を全額納付したと
きに比べると将来の老齢基礎年金額が少なくなりま
す。
　そこで、これらの期間は 10 年以内であれば後か
ら保険料を納めること（追納）ができますので、将
来の年金額の増額に向けて「追納制度」をご利用く
ださい。
　ただし、承認を受けた年度から起算して３年度目
以降に追納すると、当時の保険料に経過期間に応じ
た加算額が上乗せされます。

‐ 問い合わせ ‐
兵庫社会保険事務局豊岡事務所
℡（０７９６）22‐３１９６

‐ 免除期間 ・学生納付特例 ・若年者納付猶予期間のある人へ ‐

「国民年金保険料」 の追納ができます

平成１８年度中の追納額
（単位：円）

追納する期間 追納月額
全額保険料 半額保険料

平成 8年度 16,480 
(10 年を経過していない分に限る）
平成 9年度 16,260 
平成 10年度 16,010 
平成 11年度 15,400 
平成 12年度 14,800 
平成 13年度 14,230 
平成 14年度 13,690 6,840 
平成 15年度 13,490 6,740 
平成 16年度 13,300 6,650 
平成 17年度 13,580 6,790 
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I N F O R M A T I O N

さ
せ
た
人
が
同
様
の
活
動
を
す
れ
ば
、

「
あ
な
た
に
も
更
に
報
奨
金
が
入
る
」

な
ど
と
言
っ
て
組
織
に
加
入
さ
せ
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
購
入
さ
せ
る
商
法

で
す
。

▼
解
決
方
法

　

マ
ル
チ
商
法
で
は
、
退
会
を
申
し
出

た
際
に
、
既
に
購
入
し
て
い
る
商
品
を

ど
う
す
る
か
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
法

的
に
以
下
の
よ
う
な
解
決
方
法
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
条
件
が
合
わ
な
い
場

合
で
も
、
売
り
方
に
問
題
が
あ
る
と
き

は
特
定
商
取
引
法
や
消
費
者
契
約
法
な

ど
で
、解
約
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

契
約
書
面
を
受
領
し
た
日
を
１
日
目

と
し
て 

20
日
間 

は
無
条
件
で
解
約
で

き
ま
す
。

◇
中
途
解
約

　

加
入
後
１
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
商
品

の
引
き
渡
し
を
受
け
て
か
ら
90
日
未
満

で
、
な
お
か
つ
未
使
用
の
商
品
は
返
品

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

商
品
価
格
の
90
％
以
上
の
返
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
９
９
９

下
水
道
へ
の
接
続
と
正

し
い
使
い
方
に
つ
い
て

▼
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

　

本
町
は
、
平
成
17
年
度
末
を
も
っ
て

下
水
道
施
設
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

活
排
水
や
工
場
排
水
が
奇
麗
に
浄
化
さ

れ
て
か
ら
、
川
や
海
に
戻
さ
れ
河
川
や

海
が
奇
麗
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ

レ
を
水
洗
化
す
る
こ
と
に
よ
り
ハ
エ
な

ど
の
発
生
を
防
ぎ
、
悪
臭
を
抑
え
た
り

と
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
然
環
境
の
向
上
に
欠
か

せ
な
い
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
も
、
皆

さ
ま
が
下
水
道
に
接
続
し
利
用
し
な
け

れ
ば
、
下
水
道
本
来
の
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
接
続
さ

れ
て
な
い
人
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
下
水
道
接
続
後
の
生
活
環
境
の
変
化

　

汲
取
り
式
の
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
汲
取
り
の
必

要
が
な
く
、
掃
除
を
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
や
お
年

寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人
で
も
楽
な
姿

勢
で
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

家
庭
や
工
場
等
の
雑
排
水
が
側
溝
や

河
川
に
流
れ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

　

最
近
、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

の
故
障
が
多
発
し
て
大
変
困
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
に
接
続
し
た
と
い
っ
て
、

何
で
も
流
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
く
使
用
し
な
い
と

故
障
の
原
因
と
な
り
、
施
設
の
寿
命
を

縮
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
注
意
し
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
故
障
の
原
因
と
な
る
も
の

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
の
水
に
溶

け
な
い
紙
や
紙
お
む
つ
、タ
オ
ル
や
シ
ャ

ツ
等
の
布
切
れ
、
髪
の
毛
、
野
菜
く
ず

や
残
飯
、
天
ぷ
ら
油
等
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課　

下
水
道
施
設
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
３

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１

全
国
地
域
安
全
運
動
実

施
中
！

　

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、「
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
地
域
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
方
警
察
署
管
内
に
お
い
て
は
、
空

き
巣
、
自
転
車
盗
難
被
害
の
ほ
と
ん
ど

が
無
締
ま
り
、
無
施
錠
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
戸
締
ま
り
鍵
か
け

運
動
」
を
重
点
と
し
た
防
犯
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
っ
て
後
悔
す
る
の
は
あ
な

た
で
す
。
戸
締
ま
り
、
鍵
か
け
を
確
実

に
し
、
空
き
巣
な
ど
か
ら
の
被
害
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
！

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
警
察
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

マ
ル
チ
商
法
の
契
約
を 

十
分
理
解
し
て
い
ま
す
か
？

　

マ
ル
チ
商
法
と
は
、
商
品
を
買
っ
て

販
売
組
織
に
参
加
し
、
他
の
人
に
商
品

を
売
る
か
、
人
を
組
織
に
加
入
さ
せ
る

と
報
奨
金
が
も
ら
え
る
も
の
で
、
加
入

広報しんおんせん（10月号）

H18（2006）.10.12

◆手当ての額
区　分 児童１人 児童２人 児童３人

手当月額

全部支給 41,720 円 46,720 円 49,720 円

一部支給
41,710 円 46,710 円 49,710 円

～ ～ ～
9,850 円 14,850 円 17,850 円

（注）児童が 4人以上のときは、1人増えるごとに 3,000 円が加算
　　されます。
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児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
と

も
に
で
き
な
い
児
童
が
養
育
さ
れ
て
い

る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け

る
た
め
に
、
児
童
の
母
や
母
に
か
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
父
が
い
て
も
き
わ
め
て
重
度
の

障
害
が
あ
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
受
給
対
象
者

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
ま
た
は

20
歳
未
満
で
、
心
身
に
中
度
（
特
別
児

童
扶
養
手
当
２
級
に
該
当
す
る
程
度
）

以
上
の
障
害
が
あ
る
児
童
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
母
ま
た
は
養
育
者
。

①
離
婚　

父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
死
亡　

父
が
死
亡
し
た
児
童

③
障
害　

父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
児
童

④
そ
の
他　

生
死
不
明
、
遺
棄
、
拘
禁
、

未
婚
等

▼
次
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

◇
請
求
者
が
公
的
年
金
（
老
齢
福
祉
年

金
以
外
）
を
受
給
し
て
い
る
場
合

◇
対
象
児
童
が
母
の
配
偶
者
（
内
縁
関

係
、
同
居
な
ど
婚
姻
の
届
出
を
し
て

い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
者
も
含
む
）
に
養
育

さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど

▼
認
定
、
支
給
の
方
法

　

次
の
書
類
を
持
参
し
、
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
必
要
書
類

　

・
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

　

・
預
金
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）
と
印
鑑

　

・
そ
の
他
（
請
求
者
に
よ
っ
て
、
必

　
　

要
書
類
が
異
な
り
ま
す
）

◆手当ての額
区　分 児童１人 児童２人 児童３人

手当月額

全部支給 41,720 円 46,720 円 49,720 円

一部支給
41,710 円 46,710 円 49,710 円

～ ～ ～
9,850 円 14,850 円 17,850 円

（注）児童が 4人以上のときは、1人増えるごとに 3,000 円が加算
　　されます。

◆所得制限限度額
扶養親族 受給者本人の所得制限限度額 扶養義務者等の

等の数 全部支給 一部支給 所得制限限度額
0 人 190,000 円 1,920,000 円 2,360,000 円
1人 570,000 円 2,300,000 円 2,740,000 円
2人 950,000 円 2,680,000 円 3,120,000 円
3人 1,330,000 円 3,060,000 円 3,500,000 円

（注）扶養人数が 1人増えるごとに 380,000 円増加します。

※住所あるいは氏名を変更したとき、また受給資格が無くなったとき
　などは、届け出が必要です。

―問い合わせ―
福祉課　児童係　℡（0796）82-5620

◆支給月
支給日 12月 11日 4月 11日 8月 11日
支給対象月 8月～ 11月 12月～ 3月 4月～ 7月

「第 1回新温泉町綱引き大会」参加チームの募集
　◆日　　時　　11月 26日（日）8時 30分～
　◆場　　所　　健康公園体育館
　◆参加資格　　町内小学生並びに町在住者・町内勤務者
　◆競技種目　　◇一般の部
　　　　　　　　　（男子）8人　（選手合計体重 600kg 以下）,（女子）8人　（体重制限なし）
　　　　　　　　◇小学生の部
　　　　　　　　　8人　5、6年生（4年生以下も可、体重・性別制限なし）
　◆参加料　　　無料
　◆募集期限　　11月 16日（木）午後 5時
　

　―問い合わせ―　教育委員会　社会教育課　℡（0796）82-5629

H18（2006）.10.12

広報しんおんせん（10月号）




